
一
、
こ
の
報
告
書
は
、
奈
良
文
化
財
研
究
所
史
料
第
六
十
九
冊
に
あ
た
る
。

一
、
『平
城
京
漆
紙
文
書
』
は
、
平
城
宮
跡
及
び
平
城
京
跡
か
ら
出
土
し
た
漆
紙
文
書
を
対
象

と
し
て
収
録
す
る
も
の
で
あ
り
、
本
書
は
そ
の
第

一
冊
目
と
な
る
。

一
、
平
城
京
跡
右
京
人
条

一
坊
十
四
坪
の
漆
紙
文
書
は
、
大
和
郡
山
市
教
育
委
員
会
が
担
当
し

た
発
掘
調
査
に
お
い
て
出
土
し
た
資
料
で
あ
る
が
、
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
が
実
施
し
た

発
掘
調
査
と

一
連
の
調
査
の
遺
物
で
あ
り
、
合
わ
せ
て
掲
載
す
る
こ
と
と
し
た
。
掲
載
を
許

可
さ
れ
た
大
和
郡
山
市
教
育
委
員
会
及
び
担
当
の
服
部
伊
久
男
氏

。
山
川
均
氏
に
対
し
、
深

甚
の
謝
意
を
表
す
る
。

一
、
既
刊
行
の
報
告
書

・
紀
要
な
ど
に
収
録
し
た
資
料
も
あ
り
、
釈
文
な
ど
が
そ
れ
ら
と
異
な

る
場
合
も
あ
る
が
、
今
後
は
本
報
告
書
に
よ
ら
れ
た
い
。

一
、
漆
紙
文
書
の
排
列
は
、
奈
良

（国
立
）
文
化
財
研
究
所
に
よ
る
調
査
次
数
順
と
す
る
こ
と

を
原
則
と
し
た
。
同
じ
次
数
内
で
は
遺
構
ご
と
に
分
け
、
お
お
む
ね
判
明
す
る
内
容
が
多
い

順
に
排
列
し
た
。

一
、
漆
紙
文
書
の
香
号
は

『平
城
京
漆
紙
文
書
』
に
お
け
る
通
し
番
号
と
し
た
。
本
報
告
書
に

は

一
か
ら
五
六
ま
で
を
収
録
し
た
。
既
刊
の
報
告
書

・
紀
要
な
ど
の
番
号
と
の
対
照
は
、
巻

末
の

「漆
紙
文
書
番
号

。
図
版
ブ
レ
ー
ト

・
旧
報
告
番
号
対
照
表
」
を
参
照
さ
れ
た
い
。

一
、
同

一
文
書
の
断
片
と
推
定
で
き
る
場
合
で
も
、
直
接
接
続
す
る
こ
と
が
確
認
で
き
な
い
も

の
は
別
の
番
号
を
付
し
た
。
従

っ
て
、
本
書
中
に
お
け
る

「点
数
」
は
文
書
数
を
示
す
と
は

限
ら
な
い
。

一
、　
一
点
、　
一
画
の
墨
付
き
し
か
持
た
な
い
断
簡
は
か
え

っ
て
煩
瑣
に
わ
た
る
の
で
、
特
筆
す

べ
き
点
が
あ
る
場
合
を
除
き
、
原
則
と
し
て
収
録
し
な
い
こ
と
と
し
た
。
ま
た
、
墨
痕
の
な

い
漆
容
器
蓋
紙
に
つ
い
て
は
収
録
し
な
か
っ
た
が
、
参
考
の
た
め
に
総
説
に
記
述
し
た
も
の

が
あ
る
。

一
、
こ
の
報
告
書
は

「図
版
」
と

「解
説
」
か
ら
な
る
。

一
、
図
版
に
は
、
解
説
で
取
り
上
げ
た
漆
紙
文
書
全
点
に
つ
い
て
、
可
視
光
線
に
よ
る
写
真
を

原
則
と
し
て
原
寸
大
で
掲
載
し
た
。
そ
の
ほ
か
、
資
料
の
状
態
に
よ
り
赤
外
線
デ
ジ
タ
ル
カ

メ
ラ
ま
た
は
赤
外
線
ビ
デ
オ
カ
メ
ラ
に
よ
り
撮
影
し
た
画
像
を
加
え
た
。
赤
外
線
デ
ジ
タ
ル

カ
メ
ラ
に
よ
る
画
像
は
、
Ｃ
Ｃ
Ｄ
を
使
用
し
た
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
の
赤
外
線
域
カ
ッ
ト
フ
ィ

ル
タ
を
外
し
、
可
視
光
線
カ
ッ
ト
フ
イ
ル
タ
を
装
着
し
た
機
材
で
撮
影
し
た
も
の
で
あ
る
。

赤
外
線
ビ
デ
オ
カ
メ
ラ
に
よ
る
画
像
は
、
赤
外
線
リ
フ
レ
ク
ト
グ
ラ
フ
ィ
用
カ
メ
ラ
シ
ス
テ

ム
で
撮
影
し
た
画
像
を
デ
ジ
タ
ル
デ
ー
タ
と
し
て
記
録
し
た
も
の
で
あ
る
。
画
像
情
報
の
保

存
の
た
め
に
、
い
ず
れ
も
、
図
版
に
は
デ
ジ
タ
ル
デ
ー
タ
を
フ
ィ
ル
ム
レ
コ
ー
ダ
に
よ
リ
ネ

ガ
フ
ィ
ル
ム
と
し
た
も
の
か
ら
焼
き
付
け
た
写
真
を
使
用
し
た
。
こ
れ
も
原
寸
大
と
す
る
こ

と
を
原
則
と
す
る
が
、
赤
外
線
ビ
デ
オ
カ
メ
ラ
に
よ
る
画
像
に
つ
い
て
は
厳
密
で
は
な
い
。

印
刷
方
法
は
、
可
視
光
線
写
真
に
つ
い
て
は
三
〇
〇
線
ダ
ブ
ル
ト
ー
ン
、
赤
外
線
デ
ジ
タ
ル

カ
メ
ラ
及
び
ビ
デ
オ
カ
メ
ラ
に
よ
る
画
像
に
つ
い
て
は
三
〇
〇
線
シ
ン
グ
ル
ト
ー
ン
を
用
い
た
。

一
、
各
資
料
に
つ
い
て
、
可
視
光
線
に
よ
る
表
裏
両
面
の
写
真
を
左
右
に
配
し
、
そ
の
直
下
に

赤
外
線
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
ま
た
は
赤
外
線
ビ
デ
オ
カ
メ
ラ
に
よ
る
画
像
を
配
し
た
。
赤
外
線

画
像
は
、
文
字
の
な
い
面
に
つ
い
て
は
省
略
し
た
。

一
、
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
中
、
「赤
外
線
Ｄ
．
Ｃ
」
と
あ
る
も
の
は
赤
外
線
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
に
よ

る
画
像
、
「赤
外
線
Ｖ
．
Ｃ
」
と
あ
る
も
の
は
赤
外
線
ビ
デ
オ
カ
メ
ラ
に
よ
る
画
像
を
示
す
。

一
、
キ
ャ
プ
シ
ヨ
ン
中
、
コ
異
焼
」
と
あ
る
も
の
は
、
文
字
の
書
い
て
あ
る
面
と
反
対
の
面
か

ら
撮
影
し
た
画
像
を
表
裏
反
転
さ
せ
た
も
の
で
あ
る
。



一
、
可
視
光
線
写
真
の
面
と
赤
外
線
画
像
の
面
と
は
、
上
下
で
対
応
さ
せ
る
こ
と
を
原
則
と
し

た
。
し
か
し
、
紙
が
二
枚
重
な
っ
て
い
る
場
合
、
文
字
の
書
い
て
あ
る
面
と
反
対
の
面
か
ら

撮
影
し
た
画
像
を
用
い
た
場
合
な
ど
は
、
原
則
か
ら
外
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
釈
文
の
解
説
を

併
せ
て
参
照
さ
れ
た
い
。

一
、
「解
説
」
の
構
成
は
総
説
と
釈
文
の
二
篇
と
し
、
前
者
で
は
漆
紙
文
書
の
出
土
状
況
、
伴

出
遺
物
に
つ
い
て
の
必
要
最
小
限
の
解
説
を
付
し
た
。

一
、
釈
文
編
に
お
い
て
は
、
出
土
位
置
を
宮
内
の
地
区
名
称
ま
た
は
平
城
京
の
条
坊
呼
称
で
示

し
、
下
部
に
大
地
区
を
示
し
た
。
大
地
区
冒
頭
の
６
は
奈
良
時
代
を
示
す
。

一
、
釈
文
冒
頭
の
和
数
字

（ゴ
シ
ッ
ク
）
は
漆
紙
文
書
番
号
を
示
す
。

一
、
釈
文
は
漆
紙
文
書
番
号
に
従
っ
て
排
列
し
、
形
態
、
内
容
に
関
し
補
註
を
加
え
る
こ
と
と

し
た
。

一
、
両
面
に
文
字
が
書
か
れ
て
い
る
場
合
は
、　
ａ
、
ｂ
で
区
別
し
た
。
い
ず
れ
を

ａ
と
す
る
か

は
任
意
で
あ
る
。

一
、
紙
の
表
裏
は
オ
モ
テ
面
、
漆
付
着
面
と
し
て
区
別
し
た
。
漆
付
着
面
と
は
漆
容
器
の
蓋
紙

と
し
て
用
い
た
際
に
漆
液
面
に
密
着
し
て
い
た
面
、
オ
モ
テ
面
は
そ
の
反
対
側
の
面
を
指
す
。

一
、
釈
文
の
漢
字
は
現
行
常
用
字
体
に
改
め
る
の
を
原
則
と
し
た
。
但
し
、
次
に
掲
げ
る
も
の

に
つ
い
て
は
も
と
の
字
体
の
ま
ま
翻
字
し
た
。
（　
）
内
は
現
行
常
用
字
体
。

賞

（実
）
　

費

（宝
）
　

證

（証
）
　

廣

（広
）
　

嶋

（島
）
　

龍

（竜
）
　

渫

（漆
）

一
、
釈
文
末
尾
の
ア
ル
フ
ア
ベ
ッ
ト
ニ
文
字
と
ア
ラ
ビ
ア
数
字
二
字
か
ら
な
る
記
載
は
、
漆
紙

文
書
が
出
土
し
た
中

・
小
地
区
を
示
す
。
Ｎ
は
地
区
不
明
を
示
す
。

一
、
編
者
に
お
い
て
加
え
た
文
字
に
は
次
の
二
種
類
の
括
弧
を
施
し
た
。
括
弧
は
原
則
と
し
て

右
傍
に
加
え
た
が
、
組
版
の
都
合
上
左
傍
に
施
し
た
場
合
も
あ
る
。

〔　
〕
校
訂
に
関
す
る
註
の
う
ち
、
本
文
に
置
き
換
わ
る
べ
き
文
字
を
含
む
も
の
。

（　
）
右
以
外
の
校
訂
註
及
び
説
明
註
。

一
、
本
文
に
加
え
た
符
号
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

□
□
□
　
を死
存
し
な
い
文
字
の
う
ち
字
数
の
確
認
で
き
る
も
の
。

口
‐―
□
　
完
存
し
な
い
文
字
の
う
ち
、
字
数
が
数
え
ら
れ
な
い
も
の
。

×
　
　
　
欠
損
ま
た
は
上
を
覆

っ
て
い
る
漆
膜
の
た
め
に
文
字
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
な

い
が
、
記
載
内
容
か
ら
み
て
、
上
ま
た
は
下
に

一
字
以
上
の
文
字
を
推
定
で
き
る

も
の
。
但
し
、
微
細
な
断
片
の
場
合
に
は
省
略
し
た
。

■
■
■
　
抹
消
に
よ
り
判
読
が
困
難
な
も
の
。

ミ
ミ
ミ
　
抹
消
し
た
文
字
の
字
画
が
明
ら
か
な
場
合
に
限
り
、
原
字
の
左
傍
に
付
し
た
。

「　
」
　

異
筆
、
追
筆
。

司
　
　
　
合
占
〔。

力
　
　
　
編
者
が
加
え
た
註
で
、
疑
問
が
残
る
も
の
。

マ
ヽ
　
　
文
字
に
疑
間
は
な
い
が
、
意
味
が
通
じ
が
た
い
も
の
。

〔
×
　
〕

文
字
の
上
に
重
書
し
て
原
字
を
訂
正
し
て
い
る
場
合
、
訂
正
箇
所
の
左
傍
に

・
を

付
し
、
原
字
を
右
傍
に
示
し
た
。

一
、
解
説
中
に

「縦
」
「横
」
で
表
記
し
た
法
量
は
、
断
片
を
文
字
の
向
き
に
置
い
た
と
き
の

天
地
の
最
大
値
と
左
右
の
最
大
値
を
示
す
。
ま
た
、
文
字
の
大
き
さ
、
行
間
、
界
幅
が
計
測

で
き
る
場
合
に
は
こ
れ
を
記
し
た
。
行
間
と
は
行
の
心
々
距
離
を
指
す
。

一
、
参
照
し
た
研
究
書
、
論
文
な
ど
の
引
用
は
、
報
告
書
の
性
格
上
、
最
小
限
に
と
ど
め
た
。

一
、
当
研
究
所
の
刊
行
物
は
、
文
中
引
用
の
際
に
次
の
よ
う
に
略
称
を
用
い
る
場
合
が
あ
る
。

『平
城
木
簡
概
報
二

一
』
亀
平
城
宮
発
掘
調
査
出
土
木
簡
概
報
』
二
十

一
）

『平
城
宮
報
告
Ⅵ
』
亀
平
城
宮
発
掘
調
査
報
告
Ⅵ
し

『年
報

一
九
八
九
』
翁
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
年
報

一
九
八
九
し

『紀
要
二
〇
〇
三
』
翁
奈
良
文
化
財
研
究
所
紀
要
二
〇
〇
三
し

一
、
英
文
要
旨

・
目
次
の
翻
訳
は
ウ
オ
ル
タ
ー

・
エ
ド
ワ
ー
ズ
氏

（天
理
大
学
）
に
よ
る
。



一
、
本
報
告
書
の
作
成
に
は
、
部
長
岡
村
道
雄
の
指
導
の
も
と
に
、
平
城
宮
膝
発
掘
調
査
都
史

料
調
査
室
が
あ
た
っ
た
。
漆
紙
文
書
の
観
察

，
釈
読
に
は
、
渡
辺
晃
宏

・
馬
場
基

・
山
本

崇

・
古
尾
谷
知
浩

（現
名
古
屋
大
学
、
奈
良
文
化
財
研
究
所
調
査
員
）
が
あ
た
り
、
釈
読
に

あ
た
っ
て
は
文
化
遺
産
研
究
部
の
綾
村
宏

。
吉
川
聡
、
飛

‐
鳥
藤
原
宮
跡
発
掘
調
査
部
の
市
大

樹

・
竹
内
亮
の
協
力
を
得
た
。
ま
た
、
狩
野
久

（元
岡
山
大
学
）

・
故
鬼
頭
清
明

（元
東
洋

大
学
）

・
加
藤
優

（現
徳
島
文
理
大
学
）

。
今
泉
隆
雄

（現
東
北
大
学
）

・
佐
藤
信

（現
東

京
大
学
）

・
清
田
善
樹

（現
岐
阜
教
育
大
学
）

・
舘
野
和
己

（現
奈
良
女
子
大
学
）

・
寺
崎

保
広

（現
奈
良
大
学
）

・
橋
本
義
則

（現
山
口
大
学
）

・
森
公
章

（現
東
洋
大
学
）

・
山
下

信

一
郎

（現
文
化
庁
）
も
当
時
参
画
し
た
。
資
料
整
理
及
び
作
成
全
般
に
あ
た
っ
て
は
、
小

池
綾
子
氏
の
尽
力
が
あ
り
、
編
集

。
校
正
に
は
、
簿
森
浩
幸

・
権
本
有
貴
江

・
芝
華
恵

・
杉

本
敬
子

・
中
岡
泰
子

・
服
部
源
憲

・
松
本
大
輔

。
南
島
真
理
子

・
山
下
典
子
氏
の
助
力
を
得

た
。
写
真
撮
影
は
牛
嶋
茂

・
中
村

一
郎

・
佃
幹
雄

（当
時
）
が
行
い
、
赤
外
線
ビ
デ
オ
カ
メ

ラ
に
よ
る
画
像
の
デ
ジ
タ
ル
デ
ー
タ
の
取
り
込
み
に
は
古
尾
谷

・
小
池
が
あ
た
っ
た
。
現

像

・
焼
付
け
に
は
、
杉
本
和
樹

・
鎌
倉
綾
両
氏
が
協
力
し
た
。
本
書
の
編
集
は
渡
辺

・
古
尾

谷
が
担
当
し
、
総
説
第
三
章
は
古
尾
谷
が
執
筆
し
た
。
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